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ｬ章 寓居ミュージアム

／蔵カフェミュージアムでタイムスリップ

い 魯山人の寓居

ろ プラン

は 増築棟の喫茶室

に 山代温泉のエピソード

魯山人寓居跡 いろは草庵入口
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い 魯山人の寓居

大きな敷地に母屋と土蔵と庭園を配した住宅は、今なお日本中に残る隠れた文化遺

産、このような古い住宅を新しいミュージアムに変身させた好例が、石川県の加賀市

にありました。その主は北大路魯山人です。魯山人は大正４年、３２才の時、粋人の

細野燕台に伴われて山代温泉に来ました。そして吉野屋旅館の吉野治郎に頼まれ、看

板を彫るためこの住宅に寓居（仮住まい）したという（前掲写真）。

細野は漢学者で茶人、書や美術、骨董に造詣が深く、文人としても注目されてい

た。また吉野も書や茶道を嗜み、美術•骨董の世界にも精通していた。これらの粋人

に囲まれ、この住宅は山代温泉の文化サロンとなる。魯山人の寓居期間は約半年と短

かったが、山代との交流は晩年まで続き、魯山人にとって学びと癒しのふるさととな

った。山代の須田菁華には陶芸の手ほどきを受けるとともに、陶芸にたいする魯山人

のたぐいまれな才能を見つけ出してもらった。また魯山人は料理を金沢の「山の尾」

の主人、太田多吉に学んだ。新鮮な加賀の食材、ズワイ蟹、コウバコ蟹、甘海老、

鱈、鰤、コウナゴ、コノワタ、クチコ、狸汁、鴨、スッポン、沢庵、蕨などは、魯山

人のすぐれた味覚を研ぎすませていったようです。

ろ プラン
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この民家は山代温泉の中心地に位置し、琴平神社の鳥居近くの角地に建てられてい

ます。北側の通りから入る木造２階建ての母屋が敷地中に在り、西側に土蔵が南北に

配され、それらの南に日本庭園が築かれています。

2002 年に母屋と土蔵を繋ぐロビーを増築し、「魯山人寓居ミュージアム」として開

館しています。母屋には刻字、看板を彫った居間、書や絵を描いた床の間、山代の旦

那衆と語り合った囲炉裏の間などが遺され、土蔵は展示室として、魯山人の創作した

焼物、書画、看板、ゆかりの品々で満たされていました。

は 増築棟の喫茶室

母屋と土蔵を繋ぐ様に増築された棟は南の日本庭園を大ガラス越しに眺めながら、

木造床の上で喫茶休憩をするスペースとして造られていました。考えみますと、この

ように広い敷地に母屋と土蔵とそれなりの庭園を有した民家は日本全国に存在するで

しょう。また偉人、才人がそれ等の民家に半年以上寓居した事例も多くあると思いま

す。すなわち「寓居ミュージアム」になる可能性が数多く眠っていると思われるので

すが、どうでしょうか。

母屋は偉人が寓居していた当時の生活と古道具を再現し、土蔵にはその偉人の創作

物、遺物、歴史上の遺品などを展示する。そして母屋と土蔵を繋ぐ所に喫茶休憩をす

るスペースを増築すると小さなミュージアムが生まれます。増築部分は母屋の建築様

式に合わせてもよいし、むしろ思い切って新しい様式、新しい素材を使ってミュージ

アムを特徴づける方法もありかもしれません。
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に 山代温泉のエピソード

y y 山代温泉古総湯（内藤廣設計）    y y 山代温泉の丸い石垣

このミュージアムでは、魯山人にまつわる多彩な企画展が、2004 年から 2013 年に

かけて、年平均 3 回、延べ 27 回も開催されています。魯山人に関する作品収集や展

覧会企画などを担当されている優れたキュレーターの存在が、施設以上に重要である

ことも理解させて頂きました。

（文中の故事は魯山人寓居跡のパンフレットを引用）

「パタンランゲージ」から

都市のインテリアとして筆者たちが気づくことは、パタンランゲージの中ですでに

取り上げられていることが多い－とアレクザンダーの視野の広さに感嘆する旨を、先

に述べたが、意外にも含まれないものがある。それが本章で取り上げた「街の記憶

（ルーツ）」である。PL_24 SACRED SITES（聖地）、あるいは PL_66 HORY 
GROUND（聖域）など、近いものはあるが、やや神秘主義的で大振り、土蔵の中で

ゆっくり時を経た骨董品や民具のようなざっかけないものが語りかける「記憶」では

ない。

＜もの＞がもの以上のものになる－意味を持ち価値を備えるに至る事例として。文

人を介した民具骨董にはきわめて高いプライオリティーが備わっている。それらには

蔵カフェで出会う－どの町でも一つは欲しい＜都市のインテリア＞ではある。


